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齢を重ねて心の琴線が擦り切れてしまったのか、はたまた、詩情を蹴
散らす情け容赦ない現実に打たれ続けて、神経が摩耗したのか、このところ、何を読んでも、どこか白け 自分がいて、やるせない思いに沈むこ
と
が
あ
る。
そ
れ
ば
か
り
か、
本
屋
の
店
頭
に
山
と
積
ま
れ
た「
○
○
賞
受
賞
」
と銘打たれた話題の小説本を気まぐれな好奇心から手に取り、冒頭の五～六行に目を通すや、はや興を削がれ、パタンと表紙を閉じてしまうのが、ほぼ習慣のようになっている。勿論、それは、本稿筆者が特別高雅な趣味の持ち主であるからでも、文芸評論家並みの文学通であるからでもないことだけは確かである。恐らくは、同時代の現代小説に対す 筆者自身の文学的感受性が、
限り
な
く
ゼ
ロ
に近い
と
い
う
だ
け
の
こ
と
だ
ろ
う。
したがって、小説 作者達 とっては、私のように鈍重な読者の掴みに失敗 ても、どうということはないのである。　
こうした書き出しで拙稿を始めたのも、筆者が、長年、
十七～十九世
紀フランスの女性のための知的啓蒙書を研究対象にしてき 、読者 学びへと誘
いざな
う、序文という著者からのメッセージに注目してきたからであ
る。
中で
も、
十八世紀末、
パ
リ
で出版さ
れ
た
『婦人の百科文庫』
（一八八
五
～
九
三
年
） の
序
文
は、
短
い
も
の
で
は
あ
る
が、
こ
れ
を
当
時
の
時
代
状
況
も
念頭に置きながら改めて読み返 てみると 様々な思いが沸き起こっき
て
興
味
が
尽
き
な
い。
以
下、
筆
者
自
身
に
よ
る
過
去
の
研
究
成
果
も
踏
ま
え、
文庫の趣意書に当たる前書きのうち、特に内容案内に先立つ序の言葉を
辿りながら、あれこれ思いを巡らせてみたい。知性陶冶のすすめ　『婦人の百科文庫』
は、
女性が百科に
わ
た
る幅広い教養を身に着け
る
た
めの当時としては極めて野心的な叢書で、恐らくは出版開始から四年後に革命 混乱が始まったため、未完に終わったものの、小型版（十八折版）
な
が
ら計一五四巻が世に出た
の
で
あった。
分野別に十一の叢書群が
あ
り
、
地
理
の
分
野
（
既
刊
二
〇
巻
）
の
第
一
巻
（
一
八
八
五
年
）
の
序
文
が
、
全
体
の
趣意書の役目を
し
て
い
る。
そ
の冒頭の言葉は、
次の
よ
う
に始まって
い
る。
　
 　「知性の陶冶が、
若さ
と美貌を遥か
に
よ
り好ま
し
く
す
る
と
い
う
の
が真
実なら、それがこのふたつの長所の欠如の埋め合わせになるということさえ真実であるのなら、我々 企てる叢書に対して、我々は好意的な歓迎を期待できるはずである。
」
　
執筆者名は明かされていない まずは、いきなりこうした意表を突
く軽めの文言から始まっていることに、現代の読者なら驚きを覚えるであろう。しかし、当時は、十七世紀以来高まるポピュラー
・
サイエンス
の流行に代表される サロンに集う男女の間で 学問熱が目立った現象に
なって
い
る一方で、
モ
リ
エール
が、
喜劇
『女学者達』
（一六七二年）
 で
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戯画化して見せた女性の過度の学問好きを危惧する風潮も健在であったから、せっかく「婦人用」であることを明示する叢書名に、安堵し、誰憚はば
ることなく文庫を手にした女性読者に対して、最初から、学識の意義
を重々しく説き、学問の体系を滔々と述べたのではまずいという判断が働いたのではなかろう 。　
一方、当時の上層階級の男性ファッション、その身仕舞いを思い起こ
せば、外見への拘りは、決して女性に限ったこ ではないと理解できるのだが、それでも、女性の若さと美貌に価値 置いていることが明らかな
こ
の文面に、
現代な
ら、
違和感や反発を覚え
る女性達も
い
る
で
あ
ろ
う。
当
時
の
女
性
達
が、
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
の
か
は
推
測
の
域
を
出
な
い
も
の
の、
気休めに過ぎない理屈とは思いながらも 明ら 女性に気に入られることを意図した前口上に まずは にっこりしたのではなかろうか。　
そ
も
そ
も、
「～が真実な
ら
ば」
と
い
う表現は、
既に知ら
れ
た理屈の存在
を示唆している。それは、例えば、男女の知的平等と女性があらゆる学問に勤しむ権利のあることを主張した 思想家プーラン
・
ド
・
ラ
・
バー
ル
の
『両性の平等に
つ
い
て』
（一六七三年）
 に出て来る言葉を想起さ
せ
る
も
の
で
あ
る。
彼は、
女性に
とって
の学問の有用性を述べ
る行で、
「知性の
輝きによってアップする身体の美の輝き」
、「最も美しくない女性も、機
知に富んでいれば、いつでも良 目で見られるものであり、勉学によって育まれた知性の利点は、自然あるいは運命が拒んだものを補う手段をたっぷ
り補って
く
れ
る
で
あ
ろ
う」
と
い
う、
女性の学び
を励ま
す言葉を記し
てい 。知性が、欠如した美の補いになる いう考え 十八世紀、性作家ピュイジユ よる当時成功を博 た女性へ 助言の書『ある女友達への助言』
（一七四九年）にも引き継がれ、この中で、
「醜女は、容貌
で自身に欠けているものを 自身の知性を豊か す ことでのみ贖うことが きる」とされて
いる。
　
いや、そればかりか、現代に至るまで読み継がれてきたシャルル
・
ペ
ローの知ら
れ
た寓話の
ひ
と
つ
『巻き毛の
リ
ケ』
（一六九七年）
で
は、
知性
は醜い容貌の補完ど
こ
ろ
か、
美貌を凌駕し
さ
え
す
る
の
で
あ
る。
こ
こ
で
は、
美人だがおつむの弱い姫君（姉）と醜女だが才知に長けた姫君（妹）が登場し、サロンで男性達はまず美人を取り囲むものの、結局お話しの上手な才気溢れる妹の方に皆が集 ってしまうというエピソードが出て来る。ペローの時代（十七世紀）に確立し、フランスで最も花開いたと言われ 、会話が重要な役割を果たすサロン文化の事が念頭にあれば頷る話である。　
ところで、価値観の多様化の現象が認められる現代でも、
「美と若さ」
は、
い
ま
だ
多
く
の
女
性
達
が
求
め
続
け
て
い
る
と
い
う
現
実
に
変
わ
り
は
な
い。
反発を覚え 女性がいる一方で、案外すんなり受け入れて まう女性もいるかもしれないのだ。ただ、ここでは、単なる美と若さの礼賛ではないところ
が重要で、むしろ、女性が価値を置いているものをいきなり前
面に出して読者 ぐっと引き付けながら、知的陶冶の重要性を効果的にアピールしようとしている 考えられ 。要するに 本叢書で知性を育む
こ
と
で、
自
ら
の
若
さ
と
美
貌
に
自
信
の
あ
る
女
性
は、
よ
り
魅
力
的
に
な
り、
そうでない女性も、ふたつの美質の持ち主と同じくらい魅力的に れると暗に仄めかしているのである。　
十九世紀、風刺画家のドーミエが、しばしば女性作家や女性の社会運
動家を極端なま に醜い容貌で描いて、知性と美貌は両立しないという女性神話 荒っぽ
い
や
り方で
ビ
ジュア
ル化し
た
こ
と
を思え
ば、
た
と
え、
美
と知性のポジティブな関係性はあくまでも仮定で 女性読者は単 る気休め しか受け止めない しても、嬉し 理屈 捉える可能性があ から、これは、女性を知性陶冶へと導く一種の誘 水になっていると考えられる。伝統的に 達に刷り込 れてきた価値観 、ここでは りあえず、女
性達を知へ誘
いざな
う装置として使われていることになる。
もっと教養を！　
さて、序文は、更に次のように続けている。
（５）
（６）
（７）
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　 　「知識が
よ
り
あ
ま
ね
く普及し
て
い
る今日、
交際社会で
は、
女性達に
か
つてよりも教養のあることが求められている。確かに、彼女達には教養があるのではあるが。
」
　「あ
ま
ね
く」
と言って
も、
義務教育制度は
な
く、
男子の間に
さ
え知的格
差は存在していていたのであるが、ここでは、
『百科全書』
（一七五一～
七二年）の出版に代表される十八世紀という啓蒙の時代における知識普及の目立った動きを指していると思われる。　
しかし、女子の場合は、大学は勿論、中等教育を担うコレージュから
も締め出されている上に、その教育は親の階級と財力、方針に左右されていたから、一般には、男子以上に不利な状況にあった。とはいえ、上層階級の女性達の中には、家庭教師などによ 個人レッスンや、読書などによって、修道院で 不十分な教育 補うことができる恵まれた者もいた。しかし、知的職業への道が開かれていたわけでもなく、仕事に就くこと自体ありえない彼女達
にとって、学ぶ動機は限られていた。それ
でも、彼女達 と とりわけ重要な活動の場であるサロンは、男女間のある程度共通な知的基盤 上に成り立ってい から、教養を積む必要があった。とりわけ、啓蒙の時代の十八世紀のサロンでは あらゆることが話題なるため、より幅広い教養が求 られた。そ 、学問
・
芸術
への関心の高まりを見せたルネサンス 時代に遡る、貴族を中心とした富裕層 女性達 学問熱は、
こ
の時代ま
す
ま
す拍車が
か
かった
の
で
あ
る。
　
こうした事情が、序文の言葉に反映していると思われるが 勿論、こ
の文庫で教養を積みたいと思っている女性読者は 自分はまだ交際社会の要求する教養ある になっていな ことを自覚 て て、焦りを覚えるに違いない。ある程度教養を積んでいる 性も、まだ不十分かもしれないと心配に る可能性がある。更な 教養を積むこ が必須であるとする文言で、女性読者を文庫の扉の更に向こうへ 誘
いざな
おうとしている
のだ。　
し
た
がって、
『婦人の百科文庫』
の中で、
サ
ロ
ン
で
の活動を念頭に置い
た
学
び
の
重
要
性
を
読
者
に
訴
え
る
文
言
に
出
会
う
の
も
理
解
で
き
る。
例
え
ば、
フ
ラ
ン
ス語 発音の注意点を纏め
た
『発音概論』
（一七八五年）
の序文で
は、
女
性
は
公
の
場
で
弁
論
を
す
る
機
会
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が、
「
正
確
で
滑
らかな発音」は、
「会話の興味を増す」し、
「言語に新たな優美さを与え
る」
と
し
て、
学習の
メ
リット
を強調し
て
い
る。
語末の子音字を発音す
る
か
否か、
ア
ン
シェヌ
マ
ン
や
リ
エ
ゾ
ン
の有無な
ど
フ
ラ
ン
ス語の発音の問題は、
今でも案外厄介 学習事項であるが、会話が重要で、しかも、詩や散文の朗読もなされるサロンに集う教養人には欠かせない知識であった。　
一方、
『一般物理学』
（全二巻、一七八八年）の序文では、激しい知識
欲に駆られた女性達が、著者である物理学者シゴー
・
ド
・
ラフォンの実
験物理学講座に熱心に参加し
て
い
る様子が、
「パ
リ
で私が実験物理学を教
えた三十年以上 間、婦人達はほとんどいつでも私の受講者の大部分を占めており、いつでも彼 達は、その熱心さと光栄にも私 注いでくださった特別な関心で際立っ のです。彼女達は、知性に 女性に特有の明敏 に恵まれているので、誰も彼女 ほど容易に最も抽象的な真理を理解することはありませんでしたし 以上に最も複雑な実験を正確に
る者は
い
ま
せ
ん
で
し
た」
と語ら
れ
て
い
る。
事実、
こ
の講座は、
サロン 集う女性達から人気を得ていた。後に彼 パリ ら遠く離れた地方都市でも講座を開くが、ここでも、婦人達が熱心に通っていたことが序文で綴られてい 。これらは、実際 ロールモデルの存在を示したこ になり、科学も重要な話題のひとつであるサロン 集う女性達は勿論、それ以外の女性読者の学びをも励ます効果があるであろう。書物の重要性と「有益で好ましい知識」　
さ
て、
学び
へ
の意欲を掻き立て
た後で、
文庫の序文は
こ
う続け
て
い
る。
　
 　「し
か
し、
女性達は、
自身
の蔵書を構成す
べ
き本の選択に、
何と多く
の困難を感じていることだろう。旅行記︹地理の分野︺
、歴史、哲学、
（
10）
（
11）
（
12）
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文学、科学、芸術といった、ある文学者グループが提供しうる有益で好ましい知識全てを収める叢書を構想したのは、こうした彼女達の苦労を免れさせるためなのであ 。
」
　
書物は、男性にとって、重要な知識と知恵の源泉であったが、公教育
の遅れが目立つ女性にあって、読書は、一層重要な知識獲得の手段になり
え
た
と考え
ら
れ
る。
事実、
ル
ゼ＝マ
ル
ネ
ジ
ア侯爵は、
若い女性の
た
め
の
読書案内書『ある若い婦人のための読書プラン』
（一七八四年）で、
「婦
人達は、自身を啓蒙する大いに豊富な手段を持っている世の男性達よりも、
遥か
に書物か
ら
の啓蒙を必要と
し
て
い
る」
と言って
い
た。
し
か
し、
ど
んな本を揃えればよいのか、更には、どういう手順で読んで行けばいいのかという問題が起きて来るだろう。彼の書は、そうした問題に応える女性用の読書指南書で
あった。
『婦人の百科文庫』
が、
ア
ル
ファベット順
の百科事典ではなく、分野ごとに分 れた叢書群 なっているのも
、整
理さ
れ
た知識を段階的に獲得し
て行け
る
よ
う配慮し
た結果と考え
ら
れ
る。
　
し
か
し、
こ
こ
で
は
ま
だ、
極め
て大雑把に分野を提示し
た
だ
け
で
あ
る。
し
か
も、
既に百科の知識を予想さ
せ
る
よ
う
な分野を併記す
る一方で、
「有益
で好ましい知識（
connoissances utiles et agréables ）」を提供するとして、
文庫が読む
に値す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピール
し
て
い
る。
同時に
こ
れ
は、
「あ
の
モ
リ
エール
が描い
た女学者用で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら」
と、
読者を安心
さ
せ
る暗黙の
メッセージ
に
も
なって
い
る
と考え
ら
れ
る。
確か
に、
例え
ば、
哲学の分野は、倫理哲学であって、形而上学 扱われていない。数学では、算術や代数、幾何に加え、三角法まであるものの さすがに微積は扱われていない。した って、これは知識レベルの限界 示していると言える。しかし、このキャッチコピーそのものは、後に知識の普及の定番とな 謳い文句なのである。 た 分
野名である「地理」とはし
な
い
で、
当
時
流
行
り
の「
旅
行
記
」（
Voyages ）
と
し
た
の
も（
実
際
の
文
庫
で
も、
書
簡
形
式
の
旅
の
ル
ポ
と
い
う
体
裁
を
取
っ
て
い
る
）、
学
問
の
堅
苦
し
い
イ
メージを多少なり も和らげる効果を狙っ の もしない。しかも 筆
頭に
「旅行記」
を出し
た
の
も
（事実、
第一叢書群）
、
ま
ず
は気軽に読み始
めてもらおうという作戦と思われる。　
なお、個々の書物の序文を見てみると、有益性を強調する記載の方が
案外目立つのも事実である。例えば、数学の分野（既刊九巻）の第一巻『算術』
（全二巻、一七八九年）の序文は、この分野全体の前書きになっ
て
い
て、
「数学は両性全体の領域に属す。
こ
れ
は、
判断力を強化し、
あ
る
程
度
ま
で
こ
れ
を
矯
正
し
さ
え
す
る、
︹
……︺
財
産
を
計
算
し、
所
領
地
を
計
測
し、お金を最も有効に利用する術を教え のは数学である。数学に専心することで味わう楽しみは、苦痛と悲嘆を忘れさせてくれる。あらゆる学問の中で、
数学だ
け
が費
用の
か
か
る機械も多く
の蔵書も必要と
し
な
い」
とし、これらの利点があるから「婦人達が数学に関心を持つはずだ」とし、女性達の中にはこの分野で成功した者が何人もいると え言っている。十九世紀に強まる伝統的な女性の役割への固執を思わせ 言説は案外少な
く、
男女に共通す
る論拠も援用さ
れ
て
い
る所に、
本稿筆者と
し
て
は
先進性を感じるのである。若い娘も読者対象　
ところで、この後、読者対象に関する記述が次のように続く。
　
 　「
こ
の
文
庫
を
成
す
様
々
な
分
野
の
一
覧
を
素
描
す
る
前
に、
最
も
細
心
の
心
遣いをする母親でさえ、とりわけ、社交界に入 直前の時期にある娘がこれを読むこ に恐れを抱く可能性はないだろう、と予め申し上げておく。
」
　
あらゆることが話題にな サロンでの活動に備える意味でも、こうし
た叢書が若いお嬢さんをも読者対象として ることは、足りない知育の補い
と
なって
く
れ
る
は
ず
で
あ
る
か
ら、
母親と
し
て
は有難い
こ
と
で
あ
ろ
う。
　
し
か
し、
こ
の叢書に
は
、
保健医学や女性生理学の書も
あ
り、
そ
こ
に
は、
（
13）
（
14）
（
15）
（
16）
（
17）
（
18）
（
19）
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性に関す
る記述も
あ
る。
当時、
若い娘の性的な無知
（
ignorance ）
は無垢
（
innocence ）
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら、
性
に
関
す
る
知識を隠避するのが普通であった。それならば、これは一体どうしたことか。実は、この文庫の趣意書に当 る序文の最後には、文庫に収められる予定の分野が提示してあるが、あくまでも予定であり、順次刊行される本のタイトルもまだ明記されていないのである。保健医学の書『家庭
の
医
学、
あ
る
い
は
簡
単
な
健
康
維
持
法
』（
全
三
巻、
一
七
九
〇
～
九
二
年
）
は、最初の予定にはなかった医学の分野が追加されて出版されたものであった。女性生理学の書は、
『身体と精神から見た女性について』
（全二
巻、一七八八～八九年）で、博物学の分野で出版されることにな したがって、趣意書に当たる序文が執筆された時点では、こうし 書物の出版がプランの中にあったかどう も不明である。ポピュラー
・
サイエ
ンスの流行
は、女性達の関心を医学へも向かわせていたから、これは案
外、読者からの要望に応えた結果なのかもしれない。　
もっとも、著者は、当時の医学レベルの低さを反映した稚拙な女性論
を展開し、偏見に満ちた女性神話の形成を導いた医師で生理学者 ルッセ
ル
で
あ
る。
こ
れ
ら
の書で
は、
確か
に女性を病人扱い
し、
女性の肉体的虚
弱さを知的劣勢に結びつけるお決まりの記述もあり、思想界 ソーと共に、彼が後世のフェミニスト達から批判 的にさ も頷ける。しかし、特に保健医学 書は、子供や大人の一般の病気も含め、ほとんどが通常の保健衛生
・
医学上の知識で占められているのである。また、十
九世紀末に出版された「女性に有益な知識の百科事典
・
手引書」という
副題を持つ
『女性と家庭の辞典』
（一八九七年）
 で
す
ら、
性の知識を排除
していたことを思えば、ルッセルの書が 生殖器官、月経 生殖システム、妊娠、出産などの知識を提供した行為そのものは、異
例のことであ
り、この点だけは評価できるのではなかろうか。たとえこれ 、出版プランを遂行 行く過程で、文庫 当初の理念を失念した結果であ たとしてもである。
いつも貴女の身近に文庫を！　
さ
て、
こ
の
後
序
文
は、
書
物
の
サ
イ
ズ
に
つ
い
て、
人
気
の
版
型
の
中
で
も、
目を疲れさせない活字ということであれば「婦人達に最も気に入られてい
る
と思わ
れ
る」
ハ
ン
ディータ
イ
プ
の十八折版
（
in-18 ）
を採用し
た
と
す
る。日本の文庫本サイズより小ぶりの十八折版は、この時代、まだ一般的ではなかった。知識の普及書としては、むしろ、これの二倍強ある十二折版
（
in-12 ）
の方が多かった
が、
そ
れ
な
り
に本の厚み
も増す
こ
と
に
な
る。手軽で、さっと読めそうな大きさというのは、読者に威圧感を与えな
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
ろ
う。
こ
れ
は、
寝
椅
子
に
で
も
横
た
わ
り
な
が
ら、
片手で開いて持つのにちょうど良い大きさであ 、ちょっと た外出時にも、一冊どこかに忍ばせておけそうである。十八折版とい
うのは、出
版文化が本格的に花開く十九世紀に
ポ
ピュラーに
な
る
サ
イ
ズ
で
あ
る
か
ら、
この点でも時代を先取りしてい と言える。　
更に、トータルの巻数は未定だが定期的に配本 れることを記した上
で、具体的な内容案内に先立つ前書きは、次のような言葉で締め括られている。　
 　「こ
の文庫が、
最も長い旅に
お
い
て
も、
楽に、
邪魔に
な
ら
ず運ば
れ
る
ことが可能であって欲しいと思う、また、これが客間の装飾 なって欲しい 思う、最後に、この文庫からは決して離 られないというふうになって欲しいと思う。
」
　
フ
ラ
ン
ス
の
あ
る
ニュース
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば、
フ
ラ
ン
ス人の二人に一人が、
夏の
バ
カ
ン
ス中に
は普段よ
り多く
の本を読む
と言って
い
る
と
い
う。
ま
し
て
や、
テ
レ
ビ
も
ス
マ
ホ
も
な
い時代、
例え
ば、
田舎の所領地で夏を過ご
す際、
どんな本を持って行くかも、関心事のひとつであった。コンパクトサイズの叢書 ら、まとめて運んで行くのもさして難しいことではない。持ち運
び便利な文庫は、恰好の旅の友になるであろう。
（
20）
（
21）
（
22）
（
23）
（
24）
（
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なお、書物は当時、装丁は別料金で、購入者の希望により、仮綴じ本
のままではなく、頁の端を切り揃えた上に、革の装丁に金箔で好みの模様を刻印するなどした。勿論、立派な装丁を施した本は、絵画や彫刻同様、
客間の装飾に
も
な
り
え
た。
以前、
筆者は、
パ
リ近郊の
シャン
ティイー
城を見学した際、図書室で 煌びやかな宝石を象
ぞう
嵌がん
した大型の美装丁本
と出会い、
そ
の美し
さ
に思わ
ず見と
れ
て
し
まった経験が
あ
る。
要す
る
に、
序
文
の
言
葉
に
は、
「
難
し
く
考
え
な
く
て
い
い
の
で
す
よ。
文
庫
は、
イ
ン
テ
リ
アにでもなさっていただければと思います」と、叢書を買い揃える動機のハードルを下げて購入を促そうという意図が込められている。ちなみに、先のニュースサイトによると、バカンスは 特に自宅に溜まっ 本を読む機会でもある いう。客間の装飾の一部と てでもよいから、とにかく文庫を揃えさえすれば、気の向いた時に、いつでも手に取ることができるであろう。い
や、訪れた人が、ふと書架に目をやって文庫のこ
とを話題にした時 適切な応答ができないとまずい 、結局 本 頁を開かざるをえなくなるであろう。　
一方、充実した内容の書物は、真に「つれづれ慰むもの」にして、ま
まならぬ生身の人間と異なり、いつでも対応可能 助言者、価値あ 未知の世界への案内人役も果たしてくれるはず ある。引用中の最後の文言は、この文庫が、多彩な分野で 者の要望に対応してくれる身近な友となりうる とをアピールしているのではなかろうか野心的な「百科 小文庫」　
さて、序の言葉で、様々な段階を経ながら、読者に文庫の世界へと足
を踏み入れる心の準備をさせた後で、いよいよ、
「旅行記」
（地球全体に
つ
い
て
の概説に始ま
る世界地理で、
携帯地図帳付き）
、「歴史」
（古代と近
現
代
）、「
合
集（
M
élanges ）」（
フ
ラ
ン
ス
語
文
法
と
雄
弁
術、
論
理
学、
詩
の
分野など）
、「演劇」
、「小説」
、「倫理」
、「数学」
、「物理学と天文学」
、「博
物学
」（化学、
植物学、
鉱物学な
ど
も含む）
、「芸術」
の十分野
（後に
「医
学」が加わり十一分野となる）が、具体的な書物のタイトルや巻数までは明記できていないものの、それぞれ簡単なアウトラインを示す形で説明されることになる。　
長くなるので、それぞれの詳細をここで紹介はしないが、例えば、世
界地理を扱う
「旅行記」
で
は、
旅行者の体験談に止ま
ら
ず、
風俗
・
習慣、
法
律、
政
府、
宗
教
の
歴
史
的
経
緯
や
土
地
の
産
物
な
ど
の
多
面
的
な
提
示、
「
合
集」では、母親による子供のフランス語教育への活用の可能性、
「小説」
で
は、
名
声
が
確
立
し
た
作
品
の
み
厳
選、
「
数
学
」
で
は、
「
物
理
学
と
天
文
学
」
に
役
立
つ
諸
規
則
の
提
示
に
加
え、
当
時
人
気
の
数
学
パ
ズ
ル
の
書
の
追
加、
「
博
物学」では、文庫では不足している知識の補完として科学百科事典の刊行
な
ど、
実
際
に
は
未
完
に
終
わ
っ
た
た
め、
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
が、
全体として、読者の有用性への関心や高い知識欲 応える内容になっている。　
それにしても、先に引いた序文の文言にある「有益 好ましい知識全
4
て4
」
と
い
う
の
は、
い
か
に
も、
野
心
的
で
は
な
い
か。
出
版
社（
パ
リ
の
キ
ュ
シ
ェ）
の
出
版
・
在
庫
案
内
カ
タ
ロ
グ（
一
七
九
二
年
）
で
は、
本
叢
書
が、
「
婦
人の百科文庫、あ いは、あらゆる学問の基礎知識を収めた百科の小文庫」
と
し
て紹介さ
れ
て
い
る。
「百科の
（
Encyclopédique ）」
と
い
う表現は、
ディド
ロ
の
『百科全書』
（
Encyclopédie ）
を想起さ
せ
る
も
の
で、
知識の普及
書としての野心の程が窺える。この事は、男女が共 するサロン文化を背景に、啓蒙 時代精神の女性への波及効果を例証するもの ある。後に
ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
は、
『
十
八
世
紀
の
女
性
』（
一
八
六
二
年
）
で、
「
い
か
な
る
学問も女性に嫌悪感をもよおさせることはなく、最も 性的な学問にさえ、
女性は誘惑さ
れ、
魅了さ
れ
た」
と、
女性達の間で高ま
る学問ブーム
を
こう表現することになるだろう。　
なお、一七九二年当時、既に百巻を優に超える叢書
が刊行されていた
わけであるが それでも、
「小文庫」と控え目な言い方をしているのは、
あの『百科全書』に比べたら ささやかな叢書だと言いたかった であろ
う
か。
確
か
に、
文
庫
は、
そ
の
規
模
も
内
容
も、
『
百
科
全
書
』
の
比
で
は
な
（
26）
（
27）
（
28）
（
29）
（
30）
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い。加えて、この文庫のレベルも一様ではないのだが、少なくとも、一般の普及書としても十分通用しそうな書が多く、
「基礎的」というのは、
専門家（あるいは専門家を目指す人）向きの知識ではなく、あくまでも教養として必要な知識のレベルのことを言っていると思われる。　
ち
な
み
に、
文庫の一冊
『婦人の天文学』
（一七八五年）
の序文で、
著者
の天文学者ラ
ラ
ン
ド
が、
「こ
れ
︹私が婦人達の好奇心に応え
て提供す
る
さ
さやかな書︺が、彼女達の幾人かを、この後、もう少し詳しい書物に移る気にさせ、宇宙の偉大な姿をもっとよく知って これに感嘆 てくれま
す
よ
う
に！」
と言って
い
る
こ
と
に
も注目し
た
い。
つ
ま
り、
教養レ
ベ
ル
の
知識の普及書は、より高度な書物へ 架け橋になりうるのである。その意味では、たとえ、ごく基礎的 普及書であ ても 決し 侮ってはならないであろう。ギャラントリーとリスクと　
ところで、本稿は序文を問題にするので、叢書の細部への言及は控え
る
が、
ラ
ラ
ン
ド
を
始
め、
本
叢
書
の
た
め
に
執
筆
し
た
当
時
の
錚
々
た
る
執
筆
陣は、皆男性である。問題の序文を執筆したのも、男性であろう。ここに
は男女の知的格差の問題に加え
て、
「書く」
と
か
「教え
る」
と
い
う行為
は、まず男性の領域であったという現実がある そして 女性読 の圧倒的な歓迎を受け続けた、フォントネルの『世界の複数性についての対話』
（一六八六年）
 に
お
け
る、
男性識者が貴婦人に、
恭し
く
あ
る
い
は親し
みを込めて天文学の手解きするという設定が、交際社会で重要なギャラントリーの精神を体現した作品のプロトタイプと り、これが継承 れた
と
い
う点も忘れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。
こ
れ
に
つ
い
て
は、
フォン
ト
ネ
ル
の書に影響された、ドゥムースチエの『神話についてのエミリーへ 手紙』
（一七八六～九〇年）
 や
マ
ル
タ
ン
の
『物理学と化学、
博物学に
つ
い
て
の
ソ
フィーへ
の手紙』
（一八一〇年）
 な
ど、
同様の
タ
イ
プ
の書が同じ
く爆
発的成功を収め、とりわけ女性読
者から歓迎され続けたという事実があ
る。
『婦人の百科文庫』
で
も、
第一叢書群の
「旅行記」
は、
あ
る青年が旅
先
か
ら「
奥
様（
M
adam
e ）」
に
宛
て
た
書
簡
形
式
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る。
もっとも、それ以外は、通常の叙述スタイルを採用しており、その意味では上記の一連の書とは一線を画すものであるが、そもそも、男性識者が婦人達に知識の手解きができ、女性達に歓迎されること自体、女性の存在 重要なサロンに集う男性識者にとって名誉なことであったに違いない。　
他方、そうは言っても、出版は、現代以上にリスクを伴う事業であっ
た。確かに、男女間のある程度 知的基盤の上 成り立ったサロン文化の伝統と女性達の学問ブームを背景とした需要も、企画を後押しした可能性は高い。しかし、リスクを考えれば 読者対象を
「男女用」とか、
最
も
一
般
的
な
や
り
方
で
あ
る
読
者
の
性
別
を
明
確
に
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
も
あったはずである 敢て女性読者に絞った看板を掲げ
て、ビジネスチャ
ン
ス
を
狭
め、
女
性
達
の
学
び
を
励
ま
す
言
説
を
展
開
す
る
所
に、
本
稿
筆
者
は、
男性識者達の心意気 ようなものを感じるのである。十九世紀の『婦人の百科事典』 趣意書をめぐって　『婦人の百科文庫』
は、
十九世紀初頭、
パ
リ
の別な出版社
（メ
ナール
・
エ
・
ドゥゼーヌ
・
フィス）
の出版
・
在庫案内カ
タ
ロ
グ
（一八一九年）
に、
「この貴重な叢書は、その長所が十分知られており、婦人達だけでなく、僅かな費用であらゆる分野に亘る精選された蔵書を手に入れたいと考えて
い
る全て
の人達に
ふ
さ
わ
し
い」
と特記さ
れ
て
お
り、
一般の普及書と
し
て
も十分通用するものとして扱われている。この出版社は、この文庫 再版と販売を手掛けていたようである。　
そして、女性の知育に関してはネガティブなイメージの付きまとう十
九世紀前半、この文庫の影響下 思われ 同じ小型版の『婦人 科事典』
（一八二一～二三年）
 と
い
う、
や
は
り
テーマ別の叢書ま
で登場す
る
こ
とになるのである。
（
31）
（
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（
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一八二一年、第一巻に先立ってパリで出版された、このシリーズの趣
意書である内容案内冊子の冒頭には、次のようにある。　
 　「人の知識は、
そ
れ
が
い
か
に果て
し
な
く見え
よ
う
と、
言わ
ば、
ほ
と
ん
ど
矛盾と詭弁と誤謬の海の中に失われたごく僅かな真実を基盤としている
も
の
で
あ
る。
こ
れ
は、
ベール
を
たった一巻に縮小し
よ
う
と
し
た、
あ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
慧
眼
の
天
才
を
備
え
た
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
意
見
で
あ
っ
た。
︹……︺
『婦人の百科事典』
は、
こ
う
し
た
ば
ら
ば
ら
な知識
（
connaissances 
éparses ）
全て
を、
ひ
と
つ
の共通の集会場の中に集約す
る
こ
と
を目的と
す
る
も
の
で
あ
る。
基
礎
的
か
つ
欠
け
る
所
の
な
い
一
連
の
論
説
叢
書
の
中
に、
百科に亘る知識の体系
（
systèm
e ）
全体を包括す
る
こ
と、
正確だ
が凝縮
された画面の中に、学問全体をその果実と花をつけて、しかし棘のない形で提示 ること、これが、ここで予告する、執筆者達が計画書物全体のプランであ
る。
」
　『婦人の百科文庫』
の序文と
は何と
い
う違い
で
あ
ろ
う。
十九世紀は、
不
幸にも、女子教育を軽んじた軍人ナポレオンで幕を開け、サロンは復活したものの それを取り巻く知的環境も時代の空気も、革命前とは異なる。
に
も拘わ
ら
ず、
女性読者を意識し
た箇所が見受け
ら
れ
る
と
は
い
え、
冒
頭の書き出し
は、
一般向け
の百科事典の序に
し
て
も
よ
い程の内容で
あ
る。
しかも、あの『百科全書』のディドロによる項目「百科事典」にもあった、知識の統合と全体的な体系 提示への意図まで述べるとは！
　
本稿
筆者が 初めてこの趣意書 冒頭をフランス国立 書館の特別閲覧室で読んだ時、十九世紀の女性と知識をめぐる問題に関しては、お決まりの暗い
イ
メージージ
を抱い
て
い
た
だ
け
に、
新鮮な驚き
を覚え
た
も
の
で
あ
る。
　『百科全書』
の出版は、
テーマ別の形式に
よ
る
も
の
も含め、
百科事典の
出版ブーム
を巻き起こ
す
こ
と
に繋がった。
『婦人の百科文庫』
同様、
こ
の
叢
書
の
企
画
は、
そ
の
動
き
が
女
性
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る。
そ
れ
は、
タ
イ
ト
ル
に
あ
る「
百
科
事
典
」（
Encyclopédie ）
と
い
う
語
が、
『
百
科全書』
（
Encyclopédie ）
と、
原語で
は同じ
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
も分か
る
で
あ
ろ
う。
の
み
な
ら
ず、
前口上に続く分野別の叢書の内容案内は、
『婦人の百
科文庫』の序に比べ、より具体的で、分野別百科事典としてのより強烈な迫力が感じ
ら
れ
る
の
で
あ
る。
た
だ、
当時の女性読書は、
案外こ
う
し
た先
進性に恐れ
を
な
し
た
か
も
し
れ
な
い
の
だ。
し
か
も、
カ
ト
リック
が再び国教と
なった反動の時代に、宗教的寛容を主張したベールや、よりによって教会が敵視してきたヴォルテールまでのっけから名前が挙がっているのである。尤も、ヴォルテールは、十九世紀前半もよく読まれていた。趣意書
の
文
言
に
は、
前
世
紀
の
啓
蒙
の
時
代
精
神
の
継
承
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う。
しかし、残念ながら、この叢書は、結果的には、出版開始から僅か二年後、
予定の約十二パーセ
ン
ト
に
あ
た
る二十二巻で幕を閉じ
る
こ
と
に
な
る。
　
勿論、
趣意書の文言だ
け
が挫折の原因と
は言え
な
い
で
あ
ろ
う。
し
か
し、
そ
れ
で
も、
革
命
の
混
乱
が
続
く
九
三
年
ま
で
刊
行
さ
れ
た『
婦
人
の
百
科
文
庫
』
の序文に窺える、軽やかさの中に仕掛けられた、あのしなやかな巧みさを思わないではいられない。そして、少なくとも、革命後の時代 ら見れば、何とも羨まし 時代の反映も……。　
モロッコ
・
サンド色にも似た明るい茶系統の趣ある革の装丁、そこに
は、金箔の細かな連続模様 優雅な縁取りが施 あり 脊 上から三か
所、
可
愛
ら
し
い
花
が
一
輪、
や
は
り
金
箔
で
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
─
こ
れ
は、
パ
リ
の
古
書
店
で
見
つ
け
た
文
庫
の
う
ち
の、
ま
さ
し
く
あ
の
第
一
巻。
装
丁
は、
十九世紀のものかもしれないのだが、中身は当時のもので、二百三十年以上の時を経ているのに、紙質もしっかりして 。フランス国立図書館で丹念に出版報の頁を繰る中で知ったこの叢書の現物を、こんなに優美な装丁が施された形で
手にした時の感動といったら！
　
革張りの表紙
はすぐ手に馴染んでくれ 、これを手に取ったかもしれない貴婦人 姿を想像しながら、そ 場で暫し深い感慨に浸ったことを思い出す。　
十八世紀のフランスでは、女性のための様々な知識の普及書が出版さ
れ
て
い
た
が、
未完な
が
ら、
一般の世俗の知識の普及書と
し
て
も通用す
る内
（
39）
（
40）
（
41）
（
42）
（
43）
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容
を、
こ
れ
程
の
規
模
で
提
供
し
た
も
の
は
な
か
っ
た。
尤
も、
そ
の
背
後
に
は、
当時の階級社会と知における格差の問題も存在していたことを忘れてはならないであろう。しかし、こうした文庫出版の前例が、男子に比べ女子の公教育整備の遅れが目立つ十九世紀前半に引き継がれ、先の叢書以外にも、本格的な女性用百科事典や、女子のための百科に亘る総合学習講座シリーズなどに引き継がれていった とも事実な である。　
今、こうして自宅の書架の前で頁を開いていると、当時としては、女
性用の知的啓蒙書 金字塔とも言えるこの文庫を世に送り出した男性識者達と、女性達の学問ブームを育んだサロン文化全盛の時代に、改めて思いを馳せてみたくなるのである。注（
1） Bibliothèque universelle des dam
es, in-18 , 154  vol., C
uchet, 1785 –1793 .  本叢書につ
い
て
は、
拙著
『フ
ラ
ン
ス
で出版さ
れ
た女性の
た
め
の知的啓蒙書
（一六五〇～一八〇
〇年）
に関す
る一研究
─
そ
の
特徴及び時代背景か
ら十九世紀へ
の継承ま
で─
』
（溪水社、
二〇一〇年、
第一〇〇～一三八頁）
 参照。
こ
の叢書は、
フ
ラ
ン
ス国立図
書館が所蔵している。
（
2） 図版二巻
（
Atlas portatif, 2  vol. （
1786 ）
で、
世界地図、
主要な国別地図
星座、
天
体現象に関す
る図、
天動説と地動説そ
れ
ぞ
れ
に基づ
く宇宙図が収め
ら
れ
て
い
る。
）
を除く一五四 の平均頁数は二九〇頁弱である。
（
3） RO
U
C
H
ER
 (Jean-A
ntoine), Voyages, tom
e 1 , 1785 , pp. 1   参照。
（
4）
M
O
LIÈR
E, Les Fem
m
es savantes, 1672 . 
尤も、この喜劇では、非常識で無能な男の
似非学者も戯画化さ
れ
て
お
り、
衒学趣味は、
男性に
お
い
て
も避け
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
た。
に
も拘ら
ず、
以後、
十九世紀に
なって
も、
専ら女性の過ぎ
た学問好き
を戒めるためにこの作品の例が引かれることになる。
（
5） PO
U
LA
IN
 D
E LA
 BA
R
R
E (François), D
e l’égalité des deux sexes, Fayard, 1984 . 
こ
の
女
性
擁
護
論
は、
「
よ
く
読
ま
れ、
何
度
か
再
版
さ
れ
た
」
と
い
う。
（
R
A
BAU
T
  (Jean), 
H
istoire des fém
inism
es français, Stock, 1978 , p. 31   参照。
）　
プーラ
ン
・
ド
・
ラ
・
バー
ル
（
Poulain de La Barre, 1647 –1725 ）
は、
『男性の優秀性に
つ
い
て、
反男女平等』
（
D
e l’excellence des hom
m
es, contre l'égalité des sexes, 1675 ）
と
い
う書で女性の優秀性を
論
じ
て
い
て、
女
性
擁
護
の
命
題
の
論
証
そ
の
も
の
を
楽
し
ん
で
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が、
後にも影響を与える女性擁護論が世に出たという事実にこそ意味がある。
（
6） O
p.  cit., p. 84   参照。
但し、
プーラ
ン
・
ド
・
ラ
・
バール
は、
勉学で知性に磨き
を
か
け
た女性達が、
学者達と
の対話に加わ
り、
美と知性で彼ら
の上に君臨す
る
だ
け
で
な
く、
仕事に就い
た
り、
夫か
ら家の采配を任さ
れ、
万事に
お
い
て助言を求め
ら
れ、
仕事に就け
な
い状態に
なって
も、
そ
の職務を理解し、
職務が遂行さ
れ
て
い
る
か判
断
で
き
る
可
能
性
に
ま
で
言
及
し
て
い
た
が（
Ibid.  参
照。
）、『
婦
人
の
百
科
文
庫
』
の
序
文
は、
そ
う
し
た具体的な点に
ま
で
は言及し
て
い
な
い。
文化人が集う
サ
ロ
ン
に参加す
る
女
性
達
が、
学
者
達
の
話
を
理
解
し、
適
切
な
受
け
答
え
が
求
め
ら
れ
た
の
は
事
実
だ
が、
彼ら
を超え
る
こ
と
ま
で
は期待さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
し、
ま
し
て
や現代の
よ
う
に
仕事に就く
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
かった
わ
け
で
あ
る
か
ら、
そ
こ
ま
で話を進め
る
こ
とは非現実的であったという事情があろう。
（
7） PU
ISIEU
X
  ( M
adeleine d’A
rsaint de), Conseils à une am
ie, [sans lieu], 1749 , p. 37  参
照。ピュイジユ（
Puisieux, 1720 –1798 ）は、更に、
「知性なき美は危険な結果を
もたらす」
（
Ibid., p. 38 ）とさえ言っている。
（
8） PER
R
AU
LT
 (C
harles), Riquet à la huppe, in H
istoire ou Contes du tem
ps passé.  Avec des 
M
oralités, 1697 .
（
9） ド
ー
ミ
エ（
H
onoré D
AU
M
IER
, 1808 –1879 ）
は、
有
名
な
風
刺
新
聞『
ル
・
シ
ャ
リ
ヴァリ』
（
Le Charivari ）
に一連の風刺画
『ブ
ルー
・
ス
トッキ
ン
グ達』
（
Les Bas-bleus, 
1844 ）や『女性社会主義者達』
（
Les Fem
m
es socialistes, 1849 ）を発表している。
（
10） O
p.  cit., p. 1  参照。
（
11） Traité de la prononciation in M
élanges, tom
e 2 , 1785 , p. 113 参照。なお、
『発音概論』
は、
『綴り字概論』
（
Traité de l’orthographe ）及び『作詩法概論』
（
Traité de la versifi-
cation ）と共に『合集』の第
2巻に収められている。
（
12） SIG
AU
D
 D
E LA
FO
N
D
 (Joseph-A
ignan), Physique générale, tom
e 1 , 1788 , pp. v–vj 
参照。
（
13） O
p.  cit., pp. 1 –2  参照。
「ある文学者グループ」の詳細は、目下の所不明である。
（
14） ゴ
ン
ク
ー
ル
兄
弟
は、
『
十
八
世
紀
の
女
性
』（
一
八
六
二
年
）
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る。
「
思
索
や
精
神
に
関
す
る
様
々
な
事
柄
に
か
く
も
忙
殺
さ
れ
る
こ
の
社
会
に
あ
っ
て
は、
そ
れ
ぞ
れ、
図書室の
あ
る
あ
あ
し
た邸宅や城館で、
女性は読書に
よ
って自身に力を
つ
け
る
の
だ。
︹
……︺
女
性
は
書
物
の
空
気
の
中
で
生
き、
書
物
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る。
し
た
がって、
彼女の書簡に
は、
自身が書物に求め
る真面目な気晴ら
し
や、
最も重々し
い書物、
哲学書、
歴史物語か
ら汲み取る滋養全て
が絶え
ず
はっき
り表わ
れ
る
の
で
あ
る
︹……︺
。」（
G
O
N
C
O
U
RT
 (Edm
ond et Jules de), La Fem
m
e au dix-huitièm
e siècle, 
nouvelle éd., C
harpentier, 1878 , pp. 398 –399  参照。
）
（
15） LEZ
AY-M
A
R
N
ÉSIA
 (C
laude-François-A
drien, m
arquis de), Plan de lecture pour une 
jeune dam
e, 2
e éd., A
. Fichier &
 Luc V
incent, 1800 , p. [1 ] 参照。ルゼ＝マルネジア
侯爵
（
m
arquis de Lezay-M
arnésia, 1770 –1814 ）
は、
外交官や知事を歴任し、
教育
問題に関心を持ち、
後に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ール
で初等学校の師範学校を設立し
た人物で
ある。
（
16） M
O
N
G
EZ
 (A
ntoine), Arithm
étique, tom
e 1 , 1789 , pp. iv–v 参照。
（
44）
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評　論
（
17） 伝
統
的
役
割
に
注
目
し
た
学
び
の
奨
め
と
し
て
は、
例
え
ば、
保
健
医
学
の
書『
家
庭
の
医
学、
あ
る
い
は
簡
単
な
健
康
維
持
法
』
の
序
文
は、
自
身
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
だ
が、
女
性
は「
子
供
の
最
初
の
医
師
」
の
役
目
を
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
共
に、
「
事
故
や
病
気
の
際、
夫
や
召
使
い、
隣
人
」
に
対
し
て
も
応
急
処
置
を
す
る
の
は
ま
ず
女
性
で
あ
る
か
ら、
医
療
上
の
知
識
が
必
要
だ
と
主
張
し
て
い
る。
（
RO
U
SSEL (Pierre), M
édecine dom
estique, 
ou M
oyens sim
ples de conserver sa santé, tom
e 1 , 1790 , pp. 6 –9  参照。
）
母、
主婦と
し
て
の役割の
た
め
に、
女性が保健医学の知識を持つ
べ
き
だ
と
い
う
の
は、
現代か
ら見れ
ば、
性
別
役
割
の
固
定
化
を
容
認
し
て
い
る
と
い
う
批
判
も
あ
る
だ
ろ
う。
た
だ、
他
方
で、
女性の学習動機が限ら
れ
て
い
る時代に
あって
は、
多く
の女性達に
とって、
保健医
学に限らず、それが知識に接近する機会として働きえたとも考えられる。
（
18） O
p.  cit., p. 2  参照。
（
19） 保健医 の書は、
『家庭の医学
、
あ
る
い
は簡単な健康維持法』
（
RO
U
SSEL (Pierre), 
M
édecine dom
estique, ou M
oyens sim
ples de conserver sa santé, 3  vol., 1790 –1792 ）、女性
生
理
学
の
書
は、
『
身
体
と
精
神
か
ら
見
た
女
性
に
つ
い
て
』（
RO
U
SSEL (Pierre), D
e la 
fem
m
e, considérée au physique et au m
oral, 2  vol., 1788 –1789 ）である。
（
20） ル
ッ
セ
ル（
Pierre RO
U
SSEL, 1742 –1802 ）
は、
『
家
庭
の
医
学
』
で、
「
私
が
そ
れ
ら
︹い
く
ら
か
の助言︺
を書き
と
め
て
い
る
こ
の叢書は、
女性用で
あ
る
か
ら、
女性達が最
初に
そ
う
し
た助言を受け
る対象と
な
る
の
は当然で
あ
る。
事実、
女性達は
女性の
本性と
そ
の体質ゆ
え
に、
男性よ
り
も多く
の病気に罹り
や
す
く、
男性よ
り
も一層助
言が必要な
の
で
あ
る。
よって、
私は、
女性の健康に
つ
い
て書き、
女性の気質の範
疇と女性に特有の生来の機能に由来す
る病気を扱う
こ
と
か
ら始め
る」
（
RO
U
SSEL, 
M
édecine dom
estique, tom
e 1 , 1790 , p. 5  参照。
）としている。但し、
本書は、女性
に限らず、子供と大人一般の病気も大きく扱っている。
（
21） 『身体と精神か
ら見た女性に
つ
い
て』
で
は、
例え
ば
「女性の諸器官の
あ
の
か弱さ」
が
「抽象的な学問に必要な
あ
の精神統一の努力を不可能に
す
る」
と
し
て
い
る。
他
方で、
女性の持つ生来の愛情深さ
や慈悲心、
感受性、
直感力な
ど
を評価し
て
お
り、
女
性
読
者
は
必
ず
し
も
反
発
を
覚
え
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い。
（
RO
U
SSEL, D
e la fem
m
e, 
considérée au physique et au m
oral, tom
e 1 , 1790 , pp. 46 , 49 –50  他参照。
）
 
　
な
お、
本
書
は、
同
じ
く
ル
ッ
セ
ル
に
よ
る『
女
性
の
身
体
と
精
神
の
仕
組
み
』（
Systêm
e 
physique et m
oral de la fem
m
e, 1775 ）
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま踏襲し
た
も
の
で
あ
る。
こ
れ
は当
時最新の女性生理学の普及書で、成功を博し、十九世紀にも版を重ねた。
（
22） C
ER
FBER
R
 (G
aston) et R
A
M
IN
 (M
. V.), D
ictionnaire de la fem
m
e et de la fam
ille, 
Firm
in-D
idot, 1897 . 
な
お、
本
書
に
つ
い
て
は、
そ
の
第
2版
に
関
す
る
拙
論「
十
九
世
紀末の
あ
る女性用百科事典」
（『ガ
リ
ア』
第三十一号、
大阪大学フ
ラ
ン
ス語フ
ラ
ン
ス文学会、一九九二年、第二三七～二四六頁）参照。
（
23） O
p.  cit., pp. 2 –3  参照。
 
（
24） O
p.  cit., p. 3  参照。
（
25） franceinfo
の
二
〇
一
九
年
八
月
三
日
の
記
事
 « C
ahier de vacances.  Le bouquin de 
plage » による。
（
26） 序文で
は
「
Belles-Lettres
に充て
ら
れ
る分野」
（
O
p.  cit., p. 7  参照。
）
と
し
て
い
る
が、
綴り字法や神話なども想定されている。
（
27） 子供の教育者と
し
て
の女性と
い
う考え
は、
母性重視の十九世紀に強ま
る考え方で
あ
る
が、
こ
れ
は性別役割の固定化と
い
う側面が
あ
る一方で、
学習動機の限ら
れ
て
い
た女性達に
とって、
知識を獲得す
る機会で
あ
る
と共に、
時に
そ
の口実に
も
なっ
たとも考えられる。
（
28） O
p.  cit., pp. 4 –12  参照。
（
29） « Bibliothèque U
niverselle des D
am
es, ou petite Bibliothèque Encyclopédique, 
contenant les Elém
ens de toutes les Sciences » （
Catalogue des livres du fonds de Cuchet, 
[1792 ] 参照。
） この出版
・
在庫案内カタログは、フランス国立図書館所蔵。
（
30） O
p.  cit., p. 427  参照。
（
31） LA
LA
N
D
E (Joseph-Jérôm
e de), Astronom
ie des dam
es., 3
e éd., Bidault, 1806 , p. 34  参
照。ラランドの書は、十九世紀も読み継がれ、一八二一年には、第七版が出た
（
32） 『
婦
人
の
百
科
文
庫
』
の
執
筆
者
に
は、
有
名
な
農
学
者
パ
ル
マ
ン
チ
エ（
Parm
entier, 
1737 –1813 ）
や
外
科
医
で
物
理
学
者
の
シ
ゴ
ー
・
ド
・
ラ
フ
ォ
ン（
Sigaud de Lafond, 
1730 –1810 ）、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
会
員
で、
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
天
文
学
の
教
授
で
も
あ
っ
た
ラ
ラ
ン
ド（
Lalande, 1723 –1807 ）、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
の
化
学
者
フ
ル
ク
ロ
ワ
（
Fourcroy, 1755 –1809 ）、
当時成功を博し
た詩人で劇作家、
小説家の
アンベール（
Im
bert, 1747 –1790 ）などがいる。
（
33） FO
N
T
EN
ELLE (Bernard Le Bovier de), Entretiens sur la pluralité des m
ondes, 1686 . 
本書については、本稿の注
（
1）
の拙著（第八二～八四頁）参照。
（
34） ギ
ャ
ラ
ン
ト
リ
ー
の
精
神
の
継
承
と
ま
で
は
言
え
な
い
が、
現
代
に
も
類
似
の
系
譜
と
し
て、
ス
ウェーデ
ン
の哲学教師ヨース
タ
イ
ン
・
ゴ
ル
デ
ル
に
よ
る世界中で大成功を博し
た
『ソ
フィーの世界』
（
Jostein G
aarder, Sofies verden, 1991 ）
や、
現在ベ
ス
ト
セ
ラーに
なって
い
る
ギ
リ
シャの経済学者ヤ
ニ
ス
・
バ
ル
ファキ
ス
の
『父が娘に語る経済の話』
（
Yanis Varoufakis, Talking to M
y D
aughter About the Econom
y, 2017 ）
が
あ
る。
今後、
女
性哲学者が少年に哲学を、
母親で
あ
る経済学者が息子に経済学を語る
と
い
う設定
の書が現れることはあるだろうか。
（
35） D
EM
O
U
ST
IER
 (C
harles-A
lbert), Lettres à Em
ilie sur la m
ythologie, 4  vol., 1786 –
1790 .  本書については、本稿の注
（
1）
の拙著（第八四～八五頁）参照。
（
36） M
A
RT
IN
 (Louis-A
im
é), Lettres à Sophie, sur la physique, la chim
ie et l’histoire naturelle, 
2  vol., 1810 .  本書に
つ
い
て
は、
拙論
「ル
イ＝エ
メ
・
マ
ル
タ
ン
の
『ソ
フィーへ
の手
紙
』
に
つ
い
て
」（『
日
仏
教
育
学
会
年
報
』
第
十
五
号、
二
〇
〇
九
年、
第
八
二
～
九
二
頁
）
参照。
（
37） Catalogue des livres du fonds de M
énard et D
esenne, fils, 1819 , p. 3  参照。
メ
ナール
・
エ
・
101
ド
ゥ
ゼ
ー
ヌ
・
フ
ィ
ス（
M
énard et D
esenne, fils ）
の
カ
タ
ロ
グ
は、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
所
蔵。
な
お、
一
八
二
一
年
に
同
社
よ
り
再
版
さ
れ
た
ラ
ラ
ン
ド
の『
婦
人
の
天
文
学
』
（第七版）
の表紙の裏頁に
は、
「本書は、
『婦人の百科文庫』
（一五四巻、
十八折版）
の
一
冊
で、
こ
の
文
庫
は
メ
ナ
ー
ル
・
エ
・
ド
ゥ
ゼ
ー
ヌ
・
フ
ィ
ス
に
あ
る
」（
LA
LA
N
D
E, 
O
p.  cit., 7
e éd., M
énard et D
esenne, fils, 1821  参照。
）と記載されている。
（
38） Encyclopédie des dam
es, in-18 , 22  vol., A
udot, 1821 –1823 .  本叢書に
つ
い
て
は、
拙論
「
フ
ラ
ン
ス
の『
婦
人
の
百
科
事
典
』
の
企
画
と
出
版
を
め
ぐ
っ
て
─
そ
の
限
界
と
意
義
に
つ
い
て─」
（『女性学』
第二号、
日本女性学会学会誌編集委員会編、
新水社、
一九九
四年、
第一〇四～一二〇頁）
参照。
こ
の叢書も未完で、
出版報で出版が確認で
き
た二十二巻中十九巻をフランス国立図書館
が所蔵している。
（
39） Encyclopédie des dam
es, prospectus, A
udot, 1821 , pp. 3 –4  参照。引用にあるベール
（
Pierre BAY
LE, 1647 –1706 ）
は、
フ
ラ
ン
ス
の哲学者、
批評家。
十八世紀の啓蒙思
想家達に影響を与え
た。
出版
・
販売を手掛け
た
パ
リ
の
オ
ド社か
ら出た
こ
の趣意書
は、フランス国立図書館所蔵。
（
40） 「百科事典の目的は、
こ
の世の
ば
ら
ば
ら
な知識
（
connaissances éparses ）
を統合す
る
こ
と
で
あ
り、
我々と共に生き
る人々に
そ
う
し
た知識の全体的な体系を提示 、
我々
の後か
ら
やって来る人々に
そ
の体系
（
systèm
e ）
を伝え
る
こ
と
で
あ
る」
（
D
ID
ERO
T, 
Encyclopédie, tom
e 2 , Flam
m
arion, 1986 , pp. 40 –41  参照。
）
と
あ
る。
引用文中、
原
語
で
併
記
し
た「
ば
ら
ば
ら
な
知
識
」
と「
体
系
」
が、
『
婦
人
の
百
科
事
典
』
と『
百
科
全
書』で共通しているという点にも注目
したい。
（
41） こ
の
趣
意
書
に
は、
前
書
き
に
続
い
て、
出
版
予
定
の
具
体
的
な
書
物
の
タ
イ
ト
ル、
巻
数、
著
者
名、
中
身
の
概
要
が、
そ
れ
ぞ
れ「
科
学
」、「
家
政
」、「
歴
史（
地
理
）」、「
神
話
誌
（
histoire m
ythyque ）」、「諸民族の歴史」
、「美術」
、「文学」の分野ごとに紹介され
て
お
り、
「
各
事
典
の
内
容
は
実
に
多
彩
で、
数
学
と
力
学
の
基
礎、
天
文
学、
自
然
学、
化
学、
発明発見史、
博物学、
生理学、
保健、
体育、
装い、
家政、
地図
（地理及び天
文
学
の
）、
地
理、
神
話、
古
代
史、
フ
ラ
ン
ス
及
び
イ
ギ
リ
ス、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国、
イ
タ
リ
ア、
ト
ル
コ、
イ
ン
ド、
中国、
日本な
ど
の歴史の他、
美術、
音楽、
舞踊、
古代文
学、
フ
ラ
ン
ス文学な
ど実に幅広い
テーマ
に
わ
た
る知識を提供し
よ
う
と
い
う意欲が
窺える」
（注
（
38）
の拙論、第一〇四頁）ものである。
（
42） 「百科事典」
（
encyclopédie ）と
い
う
タ
イ
ト
ル名そ
の
も
の
が、
「百科文庫」
（
bibliothèque 
universelle ）
よ
り
も、
『百科全書』
（
Encyclopédie ）
を直接想起さ
せ
る
た
め、
「女学者
用」を危惧する女性読者から受け入れられにくかったということも考えられる。
 
　
し
か
し、
百科事典の出版ブーム
の波に乗って、
基礎的な内容な
が
ら、
『子供の百
科事典』
（
Encyclopédie des enfans, 1806 ）
な
ど、
「百科事典」
の名を冠し
た子供や若
い
人
向
け
の
出
版
物
が、
既
に
一
八
二
〇
年
代
以
前
に
存
在
し
て
い
た。
女
性
用
も
同
様
で、
一八〇六年の『婦人の百科事典 女性の知育のための書
』（
Encyclopédie des dam
es, 
ouvrage destiné à l’instruction du beau sexe, 1806 , G
uyon, M
aison et G
ervais, 1806 ）
な
ど、
「
百
科
事
典
」（
encyclopédie ）
の
タ
イ
ト
ル
名
の
あ
る
女
性
用
の
知
識
の
普
及
書
が
世
に出て
い
た
の
で
あ
る。
但し、
こ
れ
ら
は、
真に
そ
の名に値す
る
も
の
と
は言え
な
かっ
た
こ
と
も事実で
あ
る。
一八〇六年の書に
つ
い
て
は、
拙稿
（研究ノート）
「『婦人の
百科事典』
（一八〇六）
に
つ
い
て」
（『女性空間』
第十号
（創刊十周年記念特別
号）
、
日仏女性資料センター、第二一九～二二四頁、一九九三年）参照。
 
（
43） 当時の女性のための知識の普及書については、注
（
1）
の拙著第三章参照。
（
44） 十
九
世
紀
前
半
の
本
格
的
な
女
性
用
の
百
科
事
典
と
し
て
は、
一
八
四
一
年
に
パ
リ
で
出
た、
ア
ル
ファベット順に
よ
る百科事典
『婦人と若い娘の
た
め
の会話辞典』
（
D
U
C
K
ET
T
  
(W
illiam
), D
ictionnaire de conversation à l’usage des dam
es et des jeunes personnes, in-12 , 
10  vol., Belin-M
andar, 1841 ）
が
あ
る。
タ
イ
ト
ル
に
も拘わ
ら
ず、
こ
れ
は歴と
し
た
ア
ル
ファベット順に
よ
る百科事典で
あ
る。
本書に
つ
い
て
は、
拙論
「七月王政下の
あ
る
女
性
用
百
科
事
典─
女
性
の
た
め
の
知
的
出
版
物
に
見
る
女
子
啓
蒙
の
試
み─
」（『
日
仏
教
育
学
会
年
報
』
第
三
号、
日
仏
教
育
学
会、
第
六
九
～
八
四
頁、
 一
九
九
八
年
）
参
照。
ま
た、
女
子
用
の
百
科
に
亘
る
学
習
講
座
シ
リ
ー
ズ
と
は、
『
女
子
の
た
め
の
完
璧
な
教
育
講
座』
（
Cours com
plet d’éducation pour les filles, in-8 , 23  vol., H
achette, 1837 –1844 ）
で
ある。
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